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おはようございます。2 学期が始まって 1 か月経ちました。始業式の頃はまだまだ暑く、

今年は秋がくるのだろうかと心配をしていました。しかし、ようやく朝夕涼しくなり、草む

らから聞こえてくる美しい虫の声に、秋の訪れを感じています。皆さん、虫の声に気付いて

いますか？ 心を静かに、耳を澄ませてみてください。きっと心が癒されます。 

 

さて、秋と言えば何を連想しますか？ 

スポーツの秋、食欲の秋、読書の秋、芸術の秋、行楽の秋・・など、色々あります。秋は、

気候も良く、美味しい果物や米などの収穫の時期でもありますし、学校生活で言えば新しい

学年になって半年が過ぎ、友達や先生、学校や寄宿舎の生活にも慣れ、色々なことに集中し

て取り組んだり、新しいことに時間をかけて挑戦したりできる時期でもあります。 

皆さんも、この秋に、得意なこと、好きなことにじっくり取り組んで、自分なりの秋を楽

しんでください。 

 

今日はこの後、漢字検定とバスケットボール部、サッカー部の表彰があります。表彰を受

ける人達、おめでとうございます。漢字の勉強や部活の練習を頑張った結果が報われたのだ

と思います。 

では今回合格できなかった人は、勉強してなかったのでしょうか。そうではありません。

頑張ったけれど、うまくいかなかっただけです。また、バスケ部、サッカー部も全試合に勝

ったわけではありません。負けた試合もあります。 

人はうまくいかなかった時、失敗した時こそ、大事にしなくてはなりません。 

 

発明王トーマス・エジソンは、次のように述べています。 

「成功の反対は失敗ではなく、挑戦しないことである」 

検定に不合格だった人も、試験に挑戦したことに大きな価値があります。バスケ部、サッ

カー部の負けた試合も大人のチームを相手に果敢に挑んだことに価値があります。 

「失敗して結構」「間違っても大丈夫」 学校は、失敗や間違いからの立ち直り方を学ぶと

ころです。 

悔しい気持ちを味わい、反省点に気づき、改善策を見つけた人は、必ず次につながります。

何度も何度も失敗や負けを繰り返しながら、あきらめずに挑戦し続ければ、結果はあとから

ついて来ます。 

実り多き秋にするために、それぞれが自分の可能性を信じ、色々なことに挑戦し続けてほ

しいと思います。 

校長  中野 康子 


